
 

講師紹介ならびに講演予告  

 

入江 崇 先生 広島大学医系科学研究科  『研究の～たねは尽きまじ～』 

仙台の名が付くこのウイルスのお話しは、みちのく塾でもこれまでに三度ほど取り上げています。本間先

生に歴史的にウイルス学の発展を牽引してきた初期の研究の話（第 12 回）、一昨年中西先生がセンダイウイ

ルスを遺伝子治療に使う研究の話、昨年松本先生にウイルス遺伝子情報（ゲノム）の複製に関する研究のお

話しでした。このように、センダイウイルス研究は綿々と続いています。入江先生は現在、その代表的な先

生で、たくさんの面白いテーマをお持ちです。先生からは、どんなお話が聞けるでしょうか？ 

 

腰塚 哲朗 先生 岐阜薬科大学 感染制御学  静かなる母子感染の基礎研究と予防のこころみ 

昨年の生田先生の講義とあわせてサイトメガロウイルスの 2 年連続集中講義です。先生からは学生さん、

医療関係者を念頭に、がちがちの基礎の話ではなく、臨床に近い内容を盛り込んだ話にしたいということを

伺っています。このウイルスの感染はなぜ問題とされるのか、昨年は胎盤を介した感染のお話でしたが、今

年は母乳を介したお母さんから赤ちゃんへの感染とその予防用ワクチンのお話が聞けると思います。 

 

南保 明日香 先生 長崎大学高度感染症研究センター 「あの紐はどのようにしてできるの？」 

 エボラウイルスは、日本では 1 類感染症のウイルスとして扱いが厳重に管理されています。日本でそれ

を扱える BSL4 施設が、先生の長崎大学高度感染症研究センターです。このウイルスは糸状に長い形をして

いるのが特徴です。先生は、これが私たちがウイルスでイメージする球形ではなく、なぜそうした形になる

のかを研究テーマのひとつになさっています。エボラウイルスのお話しは第 12 回の北大の高田先生の講義

以来です。 

 

武村 政春 先生 東京理科大学大学院理学研究科 「それ本当にウイルス？：巨大ウイルス」 

7 年前（第 17 回）に先生に来ていただいたときの予告には、「それまでのウイルスの一般的概念を遥かに

超える巨大な粒子とゲノムサイズのこれら巨大ウイルスの生物と非生物の間における位置付け」、といった

大きな視点の紹介とあり、また、「先生が分離した新種ウイルスの話も含め最新の知見を紹介」とあります。

今回もその通りですが、それから 7 年間でまた大きく発展した成果についてのお話が聞けるはずです。 

 

陰山 大輔 先生 農業・食品産業技術総合研究機構 生物機能利用研究部門『男はつらいよ：昆虫篇』 

「… オスだけを殺すウイルスのおはなし」まさにこのタイトルと副題通りのお話しです。どうしてそんな

ことが起きるのか？その影響は？ どんなメカニズムで？ そもそも昆虫に感染するウイルスもいるとい

うこと自体、面白くないですか？ どうやって伝染するの？に始まり、まさに生物の不思議です。みなさん

の楽しい質問をお待ちしています。 

 

日本ウイルス学会 研究教育支援委員会メンバー 

塾の最後を飾る当塾名物「おさらいクイズ」です。昨年までは獨協医大の増田道明先生が、持ち前の頭の

回転の速さとユーモアで盛り上げてくれていましたが、今回から新たな担当者にバトンタッチです。試行錯

誤の第一回です。 

今年もやります！ 


